
今出水期から行っている
防災気象情報の伝え方の改善について
- キキクルの改善や線状降水帯による大雨の呼びかけ -

気象庁 東京管区気象台

【資料１】



キキクル（危険度分布）の改善
- 「黒」の新設、「うす紫」と「濃い紫」の統合 -
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はじめに（キキクルへのアクセス）
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はじめに（キキクルとは）

 雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
 「土砂災害」・「浸水害」・「洪水害」それぞれの危険度を5段階に色分けして表示

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高



5

はじめに（キキクルで災害リスクがある場所を確認）

洪水浸水
想定区域を
重ね合わせ

土砂災害警戒区域
(予定箇所を含む)を

重ね合わせ

①大雨警報(土砂災害)の
危険度分布）

②ハザードマップ
（土砂災害警戒区域等）

避難情報の
発令対象区域

＋

＝

警戒レベル３
高齢者等避難
発令対象区域

（土砂災害警戒区域）

警戒レベル４避難指示
発令対象区域

（土砂災害警戒区域）

自分の住んでいる場所にどんな災害リスクがあるか確認

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

危険度が高まっている場所からの避難が必要



キキクルの改善（黒の新設と紫の統合）

避難情報に関するガイドラインの改定
（令和3年5月20日から）
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大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

高齢者等避難

避難指示

警戒
レベル

緊急安全確保

新たな
避難情報等
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3

2

1

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

避難準備・
高齢者等避難開始

避難指示（緊急）

緊急安全確保
（発生を確認したときに発令）

避難勧告

黄色
注意

赤
警戒

紫
危険

黒
災害切迫

5
相当

4
相当

3
相当

2
相当

黄色

赤

うす紫4
相当

3
相当

2
相当

濃い紫-

相当する
警戒
レベル

白色（水色）
今後の情報等に留意 白色（水色）- -

相当する
警戒
レベル

これまでの
キキクルの色

これまでの
避難情報等

新たな
キキクル

キキクルの変更
（令和4年6月30日から）

内閣府防災情報のページ「新たな避難情報に関するポスター・チラシ」を加工して作成
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/pdf/poster.pdf

気象庁HP「今出水期から行う防災気象情報の伝え方の改善について」を加工して作成
https://www.jma.go.jp/jma/press/2205/18a/02_betten.pdf#page=2

NEW

NEW
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②過去30年分の災害データから「基準」を設定

キキクルの説明（土砂キキクルの例）

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

２時間先
までの予測
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土砂災害警戒情報の基準

現在の実況値

２時間先の予測値
土
壌
雨
量
指
数

時間

2時間先までに基準に到達すると
予測された時点または実況値が
到達した時点「紫」が出現

キキクルの説明（紫の基準とは）

 土砂キキクルの「紫」は、過去30年分の土砂災害データを調査し、この基準を超えると、
過去の重大な土砂災害の発生時に匹敵する状況となり、命に危険が及ぶ土砂災害が
すでに発生してもおかしなくないという基準（＝土砂災害警戒情報の基準）を設定

 土砂キキクルの「紫」は、2時間先までに基準に到達すると予測された時点または実況値
が到達した時点で出現

警戒レベル４相当 紫
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②過去30年分の災害データから「基準」を設定

キキクルの説明（浸水キキクルの例）

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

１時間先
までの予測
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②過去30年分の災害データから「基準」を設定

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

３時間先
までの予測

キキクルの説明（洪水キキクルの例）
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キキクルの説明（黒の基準の例）

平成26年8月豪雨
広島県広島市の土砂災害
⇒大雨特別警報（土砂災害）の指標に用いる基準（キキクル「黒」の基準）設定に考慮
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キキクルの説明（黒の基準の例）

平成28年台風第10号
岩手県岩泉町の洪水災害
⇒大雨特別警報（浸水害）の指標に用いる基準（キキクル「黒」の基準）設定に考慮
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キキクルの説明（「黒」を待つことなく「紫」で避難の判断を）

色と
その意味 表示条件

黒
災害切迫 ↓大雨特別警報の指標に用いる基準

指数の実況値が
大雨特別警報の指標に用いる基準
に到達した場合

」

紫
危険

↑土砂災害警戒情報の基準又は
警報基準を大きく超過した基準

指数の実況値又は予測値※が
土砂災害警戒情報の基準等に
到達する場合

赤
警戒

↑警報基準 指数の実況値又は予測値※が
警報基準に到達する場合

黄
注意

↑注意報基準 指数の実況値又は予測値※が
注意報基準に到達する場合

今後の情報に
留意

指数の実況値及び予測値※が
注意報基準未満の場合

※ 浸水害は1時間先、土砂災害は2時間先、洪水は3時間先までの予測を用いている。

「紫」が出現した段階で速やかに安全な場所に避難する判断を!

「災害切迫」（黒）は、災害が
すでに発生している可能性が高い
状況。

災害が発生する前にいつも
出現するとは限らない。
災害が発生する前にいつも
出現するとは限らない。
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（参考）警報基準の変遷

 当初、雨に関する警報は「雨量」のみを用いて発表を判断していた。

 平成20年から「雨量」に加え、「土壌雨量指数」と「流域雨量指数」を導入した。

 平成22年から「大雨警報（土砂災害）」と「大雨警報（浸水害）」を開始した。

 平成29年から「表面雨量指数」の導入と、「流域雨量指数」の細緻化した。
さらに、「土砂災害」、「浸水害」、「洪水害」を「指数」により警報発表を判断している。

 令和元年には1km格子の「土壌雨量指数」が開始した。

時期
大雨警報
（土砂災害）

大雨警報
（浸水害）

洪水警報

以前

平成20年5月

平成29年7月

令和元年6月

※平成22年から「大雨警報（土砂災害）」と「大雨警報（浸水害）」を区別した発表を開始
※大河川については、指定河川洪水予報を
別途発表

雨 量 雨量

土壌雨量指数 流域雨量指数

雨量
5km
格子

5km
格子

大雨警報の指標への導入以前から、
平成12年7月より土砂災害に対する
一層の警戒を呼びかける警報の切替
えに利用

+

⾧さ15km以上の約4,000河川のみ

表面雨量指数 流域雨量指数1km
格子

1km
格子

国土数値情報に登録された
全国の約20,000河川

土壌雨量指数 1km
格子
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（参考）雨量から指数へ

雨によって災害リスクが高まるメカニズム
左のメカニズムを“タンクモデル”で表現し
各々の災害リスクの高まりを “指数”化

タンクは、地表面や地中の表層、
中間層、より深い層を表し、雨が
溜まる効果を表現する。

○ 災害をもたらすような現象に対して、降った雨の量（誘因）だけに着目するのではなく、降った
雨が「素因（土地条件・土地利用）」の影響を受けて、どのような振る舞いをするかに着目。

○ 降雨の地下浸透や河川への流出といったプロセスを「タンクモデル」で模式化して、各々の災害
リスクの高まりを指数化した。

○ 降った雨の量（誘因）に加え、素因（土地条件・土地利用）の影響も考慮された「３つの
指数」は、従来の雨量に比べ、それぞれ災害との結びつきが強くなり、結果、大雨・洪水警報
の精度向上につながった。

タンクは格子ごとに配置

詳しく知りたい方は「土壌雨量指数・表面雨量指数・流域雨量指数の概要と基準の設定方法について（気象庁HP）」
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan/koushu180228/shiryou1.pdf



線状降水帯による大雨の
半日程度前からの呼びかけ
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線状降水帯とは
線状降水帯は、次々と発生した積乱雲により、線状の降水域が数時間にわ

たってほぼ同じ場所に停滞することで、大雨をもたらすものです。

線状降水帯が発生すると、災害の危険性が高くなります。

※ 発生メカニズムに未解明な点も多く、今後も継続的な研究が必要不可欠
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（参考）顕著な大雨に関する気象情報

令和３年６月から、まずは線状降水帯が発生したことをいち早くお知らせする、
「顕著な大雨に関する気象情報」の提供を開始しました。

顕著な大雨に関する関東甲信地方気象情報 第１号 令和４年８月１３日２２時５９分 気象庁発表
（見出し）
東京都では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪
水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

顕著な大雨に関する気象情報の例

気象庁ホームページ（今後の雨:3時間降水量）

令和4年8月13日23時00分

https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/
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1. 【雨量】 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算降水量が100mm以上の分布域の面積が
500km2以上

2. 【雨量】 1.の形状が線状（⾧軸・短軸比2.5以上）
3. 【雨量】 1.の領域内の前３時間積算降水量の最大値が150mm以上
4. 【危険度】1.の領域内の土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を実況で超過（かつ

大雨特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキクルにおいて
警報基準を大きく超過した基準を実況で超過

顕著な大雨に関する情報の発表基準

 大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が
同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説できるよう、顕著な
大雨に関する情報の客観的な基準を設定。
※ なお、線状降水帯については専門家の間でも様々な定義が使われている。

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を
通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる⾧さ50～300km程度、幅20～50km程度の強い降水をともなう
雨域。

（参考）予報用語における線状降水帯の定義

※ 上記１～４すべての条件を満たした場合に発表する。
※ 再度基準を超過したときに情報発表を抑止する期間は３時間とする。
※ 利用者からの意見も踏まえつつ、必要に応じて発表条件の見直し、精度検証を実施するとともに、情報の意味の周知徹底・利活用促進を図りながら、継続的に情報改善に努める。

第9回「防災気象情報の伝え方に関する検討会」資料２に一部加筆

（参考）顕著な大雨に関する気象情報の発表基準
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線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

全国を11ブロックに分けた地域

地方予報区

令和４年６月１日から、「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を
満たすような線状降水帯による大雨の可能性がある程度高い場合に、

「地方気象情報」において半日程度前から地方予報区単位等で呼びかけています。

警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

NEW
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今後発表する防災気象情報に留意してください。また、土砂災害、

令和４年 台風第８号に関する東海地方気象情報 第６号
令和４年８月１３日１６時１９分 名古屋地方気象台発表

（見出し）
（略）なお、東海地方では１３日夜にかけて線状降水帯が発生
して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。

（本文）
（略）

［雨の予想］
（略）１３日１８時から１４日１８時までに予想される２４時
間降水量は、いずれも多い所で、
愛知県 ６０ミリ
岐阜県 ６０ミリ
三重県 ６０ミリ
静岡県 １５０ミリ
東海地方では、線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに

降水量が増えるおそれがあります。
（略）

［補足事項］
今後発表する防災気象情報に留意してください。また、土砂災害、

浸水害、洪水害の危険度に関しては、１０分毎に更新されるこれ
らのキキクル（危険度分布）を確認してください。
次の「令和４年 台風第８号に関する東海地方気象情報」は、

１３日２３時頃に発表する予定です。

大雨が予想される際に発表される気象
情報に、線状降水帯発生の可能性に
言及するフレーズを挿入

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

※ 気象情報は、「大雨に関する気象情報」のほか、
「台風第〇号に関する情報」というタイトルで発表される
こともあります。

※ 定時の発表以外では、短文情報の形で発表することも
あります。（下はその例です）

予想雨量と併せ、線状降水帯が発生
した場合にはさらに状況が悪くなる可能
性があることを伝える

大雨に関する〇〇地方気象情報 第〇号
〇年〇月〇日〇〇時〇〇分 〇〇気象台発表

＜見出し＞
○○地方では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大
雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。

＜本文＞
なし

NEW
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線状降水帯が発生する可能性がある時間帯の概ね半日前から６時間前まで
は、気象情報において、線状降水帯というキーワードで呼びかけます。

線状降水帯が発生する可能性がある時間帯まで概ね６時間未満になると、具体
の避難行動が必要になるため、地方予報区単位の呼びかけではなく、より具体
に大雨の状況を解説し、大雨警報やキキクル等、様々な情報の活用を呼びか
けます。

同じ地域で線状降水帯が繰り返し発生するような場合、最初に「顕著な大雨
に関する気象情報」が発表された後は、一連の事象が終わるまで、発生の可能
性ではなく、線状降水帯というキーワードを用いて発生後の呼びかけを行います。

気象庁HPの楕円表示が継続している場合の解説例

○○地方を中心に、線状降水帯による非常に激しい雨（猛烈な雨）の降りやすい状況が続いています。これまでの大雨により地盤が緩んでいる所
（や洪水の危険度が高まっている河川）があり、引き続き、土砂災害（や河川の氾濫）に厳重な警戒が必要です。

○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨（猛烈な雨）が続いています。引き続き、土砂災害、河川の氾濫に厳重に警戒してください。

気象庁HPの楕円表示は継続していないが、
降水が再度組織化し非常に激しい雨（や猛烈な雨）の降る可能性があると判断する場合の解説例

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
NEW
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線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

線状降水帯発生の呼びかけ「あり」
線状降水帯の発生※1「あり」

全国（どこか１つでも地方予報区で適中しているか） ２回に１回程度

地方予報区単位 ４回に１回程度
適中率適中率

※１ 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準をすべて満たした事例。

線状降水帯発生の呼びかけ「なし」
線状降水帯の発生※1「あり」

全国 ３回に２回程度

地方予報区単位 ３回に２回程度
見逃し率見逃し率

線状降水帯発生の呼びかけ「あり」
大雨の発生※2「あり」

全国（どこか１つでも地方予報区で適中しているか） 約８割

地方予報区単位 約６割

※２ 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準の１つ「前３時間積算降水量の最大値が150ミリ以上の大雨」という条件は満たした事例。

例えば、
九州北部地方から中国地方にかかる広い範囲で線状降水帯の発生を予測し、
実際に発生したのが九州北部地方だけでも適中とする場合

例えば、上述の例において、
九州北部地方は適中、中国地方は空振りとする場合

線状降水帯の呼びかけをしている場合、大雨が降る確率は高い

NEW

精度（過去3年間のデータから）

全ての基準は満たしていなくても大雨となった事例は?
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（参考）線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組の強化・加速化

線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、水蒸気観
測等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進める。

順次反映

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく
※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルによる予測精度
向上等を早期に実現するためのスーパーコンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、関連実験設備（風洞）の強化
• 「富岳」を活用した予測技術開発

• 陸上観測の強化
• 気象衛星観測の強化
• 局地的大雨の監視の強化
• 洋上観測の強化 次期ひまわり

（令和10年度めどに打上げ）

気象レーダー

海洋気象観測船ラジオゾンデ
（水素ガス浮揚）

高層気象観測装置マイクロ波放射計 アメダス(湿度計追加)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

情報の改善
令和３(2021)年

線状降水帯の発生を
お知らせする情報
(6/17提供開始)

予測の強化

観測の強化

スーパーコンピュータ「富岳」
気象庁スーパー
コンピュータシステム

令和４(2022)年～
広域で半日前

から予測

九州北部地方では、〇日
夜には、線状降水帯が発
生して大雨災害発生の危
険度が急激に高まる可能
性があります。

※令和3年度補正予算の概要から抜粋・整形

令和５(2023)年～
（新たな取組み）

直前に予測
（30分前を目標）

熊本県では、△日未明か
ら明け方にかけて線状降
水帯が発生し、大雨とな
るおそれがあります。

令和６(2024)年～
（１年前倒し）
県単位で半日前

から予測 イメージ

令和８(2026)年～
（新たな取組み）
さらに前から予測

(2～3時間前を目標)

令和11(2029)年～
（１年前倒し）

市町村単位で危険度の把握が
可能な危険度分布形式の情

報を半日前から提供
イメージ

いまここ
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